


























に完成 Lた動物冥験 Ⅰ棟 (spF棟 3,694nf)と昭
和55年5月に完成 した動物実験 Il棟 (1,862m2)､
さらに平成17年川 に完成したナノ粒子健康影響
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本棟では省エれ 二配慮して､階段 ･廊下 ･トイレなど
人が常駐しないところは熱感知システムの照明装置を使
用して､不要な電気が使われないようにしている｡空調
機については､インバーター化 (周波数変換)によるエ
ネルギー効率の向 ヒや温室度調整のための熱交換機の放
新技術による省エネ化､飼育室隔壁パネル化による熱調
節の効撃化等が図られている｡
4.管理体制
平成13年の研究所機構改革 (独立行政法人化)を境に
人員配置の見直しを行った｡管理室には職員の専任スタ
ッフは置かないで､研究者から成る施設運営担当幹事､
施設担当獣医師､GLP対応担当委員の各委員を中心に施
写真-2 温度､湿度､風量調節
装置と差圧計
写真-3 ドア開閉指示ランプ
写真-5 指静脈照合装置
35
設運営連絡会と動物実験倫理審査委員会及び非常
勤事務補助員､飼育委託管理者 (9名)等の協力
により運営管理にあたっている｡ なお､動物実験
倫理審査委員会は ｢動物実験の安全かつ適切な実
施 (科学的妥当性および動物福祉の観点からの適
切な実施)等に関する事項の検討｣を行い､研究
推進委員会に報告することを任務としている｡ こ
れは､実験動物の病原菌のヒトへの感染事故の防
止に加えて､動物愛護の精神に基づいた実験の実
施などを事前審査する必要性から設置されたもの
である｡
5.おわりに
動物実験施設は多くの飼育室を抱えているた
め､その光熱経費節減の問題は施設管理運営上と
ても重要な課題である｡ ナノ粒子健康影響実験棟
では､これまで以上に省エネルギー対策が図られ
ており､施設の効率的､効果的な運用を目指して
いる｡ 一方､動物愛護管理法の一部改正にともな
う動物福祉の問題も重要となる｡ 同法では､動物
を科学上の利用に供する場合の配慮 (第41条)と
して､｢科学上の利用の目的を達することができ
る範囲において､できる限り動物を供する方法に
代わり得るものを利用すること､できる限りその
利用に供される動物の数を少なくすること等によ
り動物を適切に利用することに配慮するものとす
る｣が条文に加えられた｡当施設では､これらの
法改正を各研究者に周知するとともに､実験計画
書の事前審査をより厳重にし､動物福祉の問題-
の研究者の理解の向上及び前向きの対処を目指し
ている｡ さらに､飼育管理者および研究者のバイ
オハザー ド､ケミカルハザード防止の観点から､
飼育環境の臭気や粉塵の軽減化対策とともにヒト
への健康影響が懸念される薬物､化学物質等の動
物投与については､その毒性や飼育環境中への排
出量等についての情報提供を研究者に義務化して
対策を講じ､健康被害の未然防山 こ努めている｡
近年､当施設では遺伝子組換え動物の実験使用
が年々増加傾向にあるが､2003年9月にはバイオ
セーフティーに関するカルタヘナ議定書 【日的 :
遺伝子組換え生物等の使用による生物多様性-の
悪影響 (ヒトの健康に対する悪影響も考慮したも
の)を防止すること】が発効され､それに関連し
て2004年2月には法律 ｢遺伝子組換え生物等の使
桐等の規制による生物の多様性の確保に関する法
律｣も施行された｡遺伝子組換え動物を用いた動
物実験についてはこれまで以上にその取り扱いや
対応に注意を要することになっている｡ このよう
に､動物実験を取 り巻 く環境は､社会的にも経済
的にも年々厳しくなってきているのが現状である
が､環境に配慮しつつ施設の効果的､効率的な運
営を目指しつつも動物福祉を念頭に科学的に信頼
しうる実験動物や動物実験の場を提供 ･維持する
ことも､動物実験に関わる者に課せられた使命の
一つであると考える｡
